
2025年度 後期 幾何学 2 第 3回 演習問題

この演習問題では以下の Cauchy–Shwartzの不等式を用いてもよい. ただし, 使用する際はその旨を述べること.

任意の a1, a2, . . . , an, b1, b2, . . . , bn ∈ Rに対して,
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1. d2 : R2 × R2 → R を 2 次元ユークリッド距離関数とする. このとき任意の 3 点 x = (x1, x2), y = (y1, y2), z =

(z1, z2) ∈ R2 に対して, 以下の 3つの性質が成り立つことを示せ. (つまり講義中に説明した n = 2の場合の証明を,
なるべくノートを見ずにもう一度自分の手で書いてみてください.)

（a）d2(x, y) ≥ 0. さらに d2(x, y) = 0 ⇐⇒ x = y.

（b）d2(x, y) = d2(y, x).

（c）d2(x, z) ≤ d2(x, y) + d2(y, z).

担当:野本慶一郎
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2. d2 : Rn × Rn → R を n 次元ユークリッド距離関数とする. このとき任意の 3 点 x = (x1, x2, . . . , xn), y =

(y1, y2, . . . , yn), z = (z1, z2, . . . , zn) ∈ Rn に対して, 以下の 3つの性質が成り立つことを示せ.

（a）d2(x, y) ≥ 0. さらに d2(x, y) = 0 ⇐⇒ x = y.

（b）d2(x, y) = d2(y, x).

（c）d2(x, z) ≤ d2(x, y) + d2(y, z).

担当:野本慶一郎


